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2022年度実施概要 

学校名 

山形県立加茂水産高等学校 

採択活動名 

海をテーマに地域と連携・活性化 

実施単元 ※実施した単元の数に応じて記載してください 

単元名 学年 教科 

1. 地域学習  津波防災・減災学習 1学年 総合的な探求 

2. 海をテーマに地域と連携・活性化（SDG11） ３学年 課題研究 

3.   

取り組みの概要 

１．地域学習（1学年） 

 ・加茂地区の歴史学習 鶴岡市史編さん委員より北前船・漁業で栄えた加茂地区の歴史や業績を残した 

偉人について学ぶ。また、加茂まち歩きガイドの方々に加茂町内のガイドをお 

願いし、史跡や名所をめぐり学習し、各自まとめ、発表会を実施する。 

 ・津波防災・減災学習 鶴岡市防災安全課より講師を招き、ハザードマップを使用し、加茂地区の防災 

・減災計画を学び、災害を生き抜くために必要な知識と技能を学ぶ。 

２．課題研究（3学年） 

  テーマ 「海をテーマに地域と連携・活性化」  海洋技術科 3名  

  目的 海離れ・魚離れの現状を改善し、子供たちの海への関心を高め海洋教育を普及・促進し、加茂 

地区の活性化を目指す。 

  仮説 加茂地区が持続可能な社会を形成していくためには、「渚の交番」（日本財団）と連携し、海洋 

教育を促進し、海や魚に興味を持つ子供たちを増やし、加茂地区に新たな事業（産業）に取り 

組む人材を育成することが必要。 

  活動内容 ①加茂地区の現状・歴史を調査する。②全国の渚の交番について状況を確認する。③海洋

教育及び山形県の海洋教育の状況を調べる。④渚の交番で行う学習プログラムを考案する。 

  結果・考察 加茂地区は、人口減少・漁獲量の減少が顕著である。このままでは、地域が衰退するこ

とが予想される。かつては、北前船や漁業で繁栄していた。活性化するためには、地域の特性

を生かした、「海業」に取り組む必要がある。そのためには、来年度開設される「渚の交番」を

活用した、海洋教育プログラムを作成し、小学生を対象に海洋教育を実施することが大切であ

る。今回学習プログラム「海」「漁業」「魚」「船」について作成に取り組んだ。（未完成）また、

フィールドワークについても、実施可能なテーマを検討してみた。 

活動中の写真を 2～3枚以上、画像ファイルにてご提出をお願いします。 

Wordに貼り付けた場合も 元データの画像ファイル を提出してください。 

フォルダにまとめ、ファイル名をどんな活動をしている際の写真なのかわかるよう変更してください。 

フォルダ名は「2.実施概要_写真_○○学校」としてください。 

ご提出いただいた写真は webサイト等で使用いたします。肖像権、著作権等にご留意ください。  
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  地域学習 加茂地区の歴史（北前船寄港地） 

 

地域学習 

    加茂まち歩き （少林寺山門） 

 

 

 

   

加茂まち歩き（春日神社にて地元ガイドによる説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    課題研究 加茂コミセンにて加茂地区の現状調査 
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